
“イノベーションを創出する

新たな産業創成クラスターと人材育成のあり方！”

★産学官連携の必要性：

少子高齢化問題から考えた産業

⇒日本の役割を考えた技術革新と新産業創出

⇒多種多様な色合いの連携から生まれる新産業

★産学官連携の現状：（大阪商業大学と東大阪商工会議所の調査）

○産学連携実施企業：約１６．５％（有効回答から）

○従業員数と実施： ３７％／１００人 １３．５％／２０～２９人

１１・９％／４～９人

○連携内容： ２４．４％／委託研究 ２０％／困った時の相談

１１．１％／共同研究（大学の特許・論文による）

○実施成果： ５７．８％

注記：連携を実施していない企業の２０．７％が今後実施したい考え！
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★産学官連携の問題点：私の経験から

○シーズ主体からは事業化に時間を要す。

○大学（研究室）の運営資金・研究目的

○補助金の研究結果報告

★産学官連携の今後の課題

○志・資質有る起業家を育てる産学官

○志・資質有る人材評価と育てる
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